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第 1 章では、19 世紀のドイツ文献学がいかに
ナショナリズムに利用されたかを説き、中でも
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外に、秋田茂が編集した Gentlemanly Capitalism, 
Imperialism and Global History （Palgrave-Macmillan, 
2002）に論文を寄稿している。また、近日中
に Contextualizing Violence in Colonial Africa: European 
National Development, Empire, and Lineages of Conflict
が出版される予定である。


















































































































































































































































(1) David Sunderland, Managing British Colonial and Post-Colonial 
Development: The Crown Agents, 1914-74, Suffolk, 2007, pp. 85-89.
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トゥスの 8 作品が、Ⅵ章ではテレンティウスの 2
作品が検討される。ページ数では半分近くになる
この 2 章は、その構成としては、本書の中では一
般的なローマ文学研究に一番近いように思われる
が、内容としては、Ⅱ章と同じ様に共時的な視角
が徹底されている。
その後にⅦ章で述べられるのが、前口上とでも
言うべきプロログスについてである。元来のギリ
シア演劇では、冒頭に合唱隊が入場する前に、こ
れから演じられる劇の背景や今後の展開の説明が
なされるのがプロログス（ギリシア語ではプロロ
ゴス）という部分であった。新喜劇の時代に、背
景説明を行う者についてもプロログスと呼ばれる
ようになり、プロログスが演劇構成の一部を指す
言葉から、演劇について説明する機能、説明者を
示す言葉に換わったと述べられる。パリウム劇で
は合唱隊という存在がなかったので、その入場以
前という意味でのプロログスは存在しなかった。
その代わりに、プロログスが観客に背景説明を行
う機能は、作者によって十分に活用されていた。
プラウトゥスは、ややこしい背景説明を行うなど
の作劇上の必要がある場合にプロログスを採用し
ており、その必要がなければプロログスは省略さ
れている。このプロログスが担っていた役割には、
観客への静粛の呼びかけや原作のギリシア劇につ
いての言及までが含まれる。このようにプロログ
スがパリウム劇の内外にわたる興味深い存在とし
て提示されている。他方、テレンティウスのプロ
ログスは、作者自身の代弁者として、彼の作品を
アピールする存在である。その科白を扱う際には、
文学的な読解ではなく、演劇の論理で書かれた「劇
場内の言葉」として読み解く必要が示され、従来
のものとは異なる解釈が提示される。Ⅷ章では、
テレンティウス以後のパリウム劇が演劇として終
焉を迎えたことと、両者の作品が読む古典として
不朽のものとなったことが述べられる。
以下、感想を簡潔に述べさせていただく。大変
興味深く読める本である。この手の本は、作品紹
介に多くのページが割かれるために、どうしても
中弛みしがちであるように思われる。しかし本書
は、実例としてプラウトゥスの『プセウドルス』
とテレンティウスの『義母』とが丁寧に紹介され
るⅡ章と、両者併せて 10 作品が扱われるⅤ・Ⅵ
章とが分散されるという構成上の工夫によって、
その弊害はかなり軽減されているように思われ
136 パブリック・ヒストリー
る。また、Ⅰ章の説明で述べたように、著者のス
タンス・問題意識が明確に示されており、それに
基づいて一貫した記述がなされているため、興味
深く読み進めることができる。2000 年以上昔の
事柄を説明するために日本の事例を引き合いに出
すなどして、一般読者にも分かりやすく書かれて
いる一方で、過剰に時事ネタに走ったりするよう
な、読者に対する変な阿りは見受けられない。こ
のため、読みやすくありながら、品位も備えた書
となっていると言えよう。その一方、演劇という
ジャンルそのものに対する著者の愛好が随所に窺
われ、冷静さと情熱とを兼ね備えた興味深い本で
ある。新書という出版形式を十全に活かした著作
であり、そのような意味でもローマに興味を持つ
人以外にも、広く読まれるべき著作である。
　　　　　　　　　　　　　　　　（鷲田睦朗）
